





























武 内 道 子
象で ｢キル｣というもので､そこに見事なタペス
トリーが仕上がった｡彼女の､日本語による､パ
ワ-ポイン トを使用しての トークは､ トピックの
親しさともマッチして聴衆を魅了した｡
私たちにはなじみの薄いことばについての話は､
それぞれに興味深 く､刺激的で､啓蒙的で､しか
も楽しくさえあった｡中国語や英語のように億単
位の人々に話されている場合も､中くらいのロシ
ア語の場合も､ トン語の少数人種の場合も､Salish
語のようにほんの数百人だけが使っている場合も､
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すべからく世界の言語は､使用者が思考し､互い
の伝達を行うことを可能にする上で同じ程度の効
率性を持っていると考えてよい､単語がホンの数
百しかない ｢原始的な｣言語などというものは存
在しない､と改めて認識した｡人間言語の華麗な
豊かさを見せてもらった思いである｡
内容の濃い､アカデミズムの高いシンポジウム
であったOひとえに､3人の講師の､ご自身の研
究への愛と情熱に恵まれたこと､および講師と真
筆に接触､交わりを重ねたコメンテータ-を始め
とする､運営委員 (8名)の1年間にわたる尽力
の賜物である｡池上和夫副学長に開会のご挨拶を
いただいたのも幸いであった｡
言語センターの共同研究会として1997年以来活
動を重ねている ｢対照言語学研究会｣が､本シンポ
ジウム ｢国際文化交流と言語科学｣プロジェクトチー
ムの母体である｡そもそも､センターが2年前設立
30年を迎え､紀要 『神奈川大学言語研究』が本年
度30号を発刊するということを何らかの形で記念
にしたいという思いが､大学の国際交流事業への参
加と結びついた｡本シンポジウムでのトークを一
方の柱に､研究会メンバーによる論文をもう一つ
の柱に､紀要の特集号を編むことになっている｡
したがって本プロジェクトは今道半ばである｡来
春3月の刊行に､引き続き所員各位のご支援を賜
りたく､紙面を借りてお願い申上げる次第である｡
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